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Abstract :  To develop primary school students’ vocabulary acquisition and support classes on foreign language 
activities, the authors developed digital materials on learning vocabulary and pronunciation practice in English. 
This paper examined whether the digital materials which we developed would be effective on Japanese primary 
school students. A questionnaire survey on the degree of usefulness with digital materials was also carried out 
for the students. Although the research term was limited, the results indicated that most of the participants took 
advantage of digital materials and enjoyed learning vocabularies and practicing pronunciations. The result also 
showed that the use of digital materials was effective on their acquisition of vocabularies.
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1．は じ め に
小学校学習指導要領が平成 29 年 3 月に公示され、平成 32 年からの全面実施を控え、現在小学校では移行期間
に入っている。移行期間（平成 30 年・31 年度）では、すべての公立小学校において、中学年（3・4 年生）で年
間最低 15 時間の外国語活動が実施されることっており、また高学年では、現在の「外国語活動」の授業 35 時間
に新たに年間 15 時間を加えた 50 時間で、英語学習が必要となっている。
今回の改定では小学校英語の教科化が大きな改革となっているが、各学校教育における学習語彙数の増加も特























一方、昨今 ICT を活用した教育推進のための環境・体制づくりが急速に進められている。たとえば、「第 2 期教
育復興基本計画」（平成 25 年 6 月 4 日閣議決定）においては、2020 年度を目処に学校現場にタブレット式情報端
末を利用したデジタル教科書の導入が検討された。また「ICT を活用した教育の推進に関する懇談会（報告書）（中
間まとめ）」（文科省 , 2015）では、デジタル教科書・教材の流通を促進するために、タブレット端末等の OS の種
類に依存しない環境整備の推進が掲げられている。
「小学校の外国語活動及び英語活動等に関する現状調査」（日本英語検定協会，2015）では、「将来的に使用した















5）語彙は Hi, friends! で使用されている語彙を含んでいること
6）無償で教材を提供できること
（2）実際の教材
開発した教材は Android 6.0 以上で動作するように設計されている。教員と児童は個々に付与される ID とパス
ワードを入力してシステムにログインできるようになっている。これはサーバー上で児童と教員が学習進度や学







が 3 × 3、4 × 4、5 × 5 の 3 種類が用意されており、単語数によって教師がその種類を選択できるようになっている。





に 1 ヶ月ログインして活動をしないと、保有コイン数が 0 になってしまう仕組みにしている。






図 2　ビンゴゲーム（教師の画面） 図 3　ビンゴゲーム（学習者の画面）
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（2）実施期間及び参加者
実施期間：2018 年 2 月 3 日－ 26 日
参 加 者：小学校 6 年生 3 クラス（72 名）






















二人に 1 台の使用となった。1 時間につき 1 つのカテゴリーを学習し（所要時間は 15 分から 20 分）、残りの時間
は通常の授業を行った。なお学習したカテゴリーと語彙数は以下の通りである。
Day 1　自分の部屋の中にある単語（計 21 語）
Day 2　職業を表す単語（計 25 語）
Day 3　状態や気持ちを表す単語（計 28 語）
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4）事後テスト




5．結 　 　 果
（1）語彙の保持率に関して




ち 8 単語で有意差が見られる結果となった（sharpener: t（29） = 7.61, p = .00, d = 1.92, lawyer: t（29） = 2.11, p = 
.04, d = 0.56, dictionary: t（29） = 2.13, p = .04, d = 0.56, actress: t（29） = 2.69, p = .00, d = 0.71, brave: t（29） = 2.97, 
p = .00, d = 0.78, cheerful: t（29） = 2.11, p = .04, d = 0.56, reporter: t（29） = 4.10, p = .00, d = 0.99, vet: t（29） = 3.81, 





を用いた語彙学習に関する項目、そして 3）英語発音の学習に関する項目の 3 点である。2）と 3）においてはそ
の理由や内容の自由記述欄を設けた。






































表 4　頻出語上位 12 語
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これらの頻出語が実際どのように結びついているかをさらに詳しく見ていくために、共起ネットワークを試み




図 4 は児童のアンケート自由記述、総文 169 文（総抽出語数 2020 語、重なり語数 307 語）を分析の対象とし、
児童の記述の中で 4 回以上出現した共起ネットワーク図である。
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